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大野陽男先生の経歴と功績
１．経歴
１９３５年 東京都生まれ
１９５８年 早稲田大学法学部卒業
（１）職歴
１９５８年 日産自動車（株）入社
１９８２年 同社 生産管理部長
１９８７年 〃 取締役（座間工場長）
１９８９年 〃 常務取締役（商品企画担当）
１９９１年 北米日産自動車 社長（米国日産及び米国日産製造会長）
１９９３年 カルソニック（株）（現カルソニックカンセイ㈱）代表取締役社長
２０００年 カルソニックカンセイ（株）代表取締役会長
２００３年 同社 相談役
〃 セイコーインスツル（株）取締役（社外）
２００５年 カルソニックカンセイ（株）名誉顧問
（２）業界団体歴
２０００年 日本自動車部品工業会 会長（～２００３年）
〃 日本自動車産業経営者連盟 副会長（～２００２年）
〃 日本自動車工業振興会 副会長（～２００２年）
（３）学術歴
２００１年 宇都宮大学 客員教授（～２００４年）
２００３年 早稲田大学 客員教授（～２００５年）
〃 同 日本自動車部品産業研究所 副所長
２００４年 国立大学法人 宇都宮大学 経営協議会委員（～２００６年）
（４）賞罰
１９９３年 米国テネシー州シェルビービル市 名誉市民
１９９８年 藍綬褒章受章（産業振興功績）
     ２００３年  中国無鍚市賞(杜鵑花奨：アザレアアワ－ド)受賞 
〃 英国名誉大英勲章（Ｃ．Ｂ．Ｅ）受章
２００５年 旭日中綬章受章
２．功績
（１）自動車・自動車部品メーカーの経営者として日本の自動車産業の発展に尽くした功績
大野陽男先生は１９３５年、現在の東京都墨田区に生まれ、５８年に早稲田大学法学部を卒業した。大
学時代には成績最優秀者がもらえる大隈奨学金を支給されるほどの秀才であった。同年日産自動車㈱に
入社し、海外事業本部生産業務部長、生産管理部長、商品企画室長、座間工場長、追浜工場長を歴任さ
れ、８７年に同社取締役、８９年に常務取締役に選任され、日産自動車㈱の経営に大きく貢献した。
入社時は「自動車が好きで日産に勤めたのだから現場に配属してくれ」と頼んだほどのクルマ好き、現
場主義者であり、文科系出身ながら、入社以来ほぼ一貫して生産管理畑を歩んだ。商品企画室長時代に
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はヒット商品「Ｂｅ－１」、「シーマ」を世に送り出し、当時話題になった「シーマ現象」を引き起こし
た。海外関係では９１年から２年間、北米日産自動車の社長を務めたが、ここでは８５年以来７年連続
低下していた米国での販売台数に歯止めをかけた。そして９３年に３５年間勤めた日産自動車㈱を退社
し、カルソニック㈱（現カルソニックカンセイ）の社長に就任した。カルソニック㈱の社長になるや直
ぐに部品メーカー側に意識転換を図り、部品メーカーとしての立場で自動車メーカー側に対応してきた。
先生は自動車メーカーと部品メーカー、親会社と子会社（買う側と売る側）の両方を経験し、また、海
外経験もし自動車産業の上からも下からも、外からも内からも見ることができ、その後の部品メーカー
の経営や業界団体での活動に大きく役立ったと言われていた。
①カルソニック（株）の社長として-企業競争力の向上に尽くした功績
先生は、カルソニック（株）社長在任中は一貫して「他社拡販」、「原価低減」、「新商品開発」を経営の
３本柱として取り組んできた。「原価低減」については、バブル経済崩壊以降日本の自動車生産台数が
２５％も減少する中で、社長就任直後の９４年に「売上高１６００億円で収益確保ができる体質の実現」
（９３年３月期の売上高２０８４億円）をスローガンに、「３０％原価低減活動」、「ハーフコスト活動」
に次々に取り組んできた。その活動過程の中では強力なコストカッターとそのチームを育成し、多くの
原価低減のノウハウの蓄積とその後の活動の基盤を構築した。そして９９年１０月の日産リバイバルプ
ランの「３年間で２０％の原価低減」要請に対しても、2 年間で３０％の原価低減を目的とする「新
３０％原価低減活動」を立ち上げ、２年間でこの要請を達成した。この厳しいコスト低減競争が続く中
で、９３年社長就任時の１．４%の経常利益率を２０００年社長退任時には３．０％にまで向上させた。
このカルソニックの原価低減ノウハウが後に合併した旧カンセイ（株）製品にも水平展開され、合併後
の競争力強化に大きく貢献した。この結果、「他社拡販」についても、先生が社長就任後、率先してトッ
プセールスをすることにより、国内ではホンダ（株）、スズキ（株）など３社、北米ではＧＭサターン社、
ベンツなど４社、欧州でもＢＭＷ、ＶＷなど４社の自動車メーカーとの新規取引に成功し、連結売上高
の拡大に大きく貢献した。また、「新商品開発」については自ら率先して１９件の特許を出願するととも
に、同社テクニカルセンターの所在する宇都宮大学工学部との共同研究などに同社社員と取り組むなど
開発・技術陣の先頭に立って新商品開発を奨励した。後に世に出すことになったモジュール製品などに
これらの開発・研究活動が大いに役立った。
②（株）カンセイとの合併と合併新会社会長（ＣＥＯ）として日本初のアウトソーシング型モジュールメ
ーカーとなることに尽くした功績
先生は、カルソニック（株）への異動直前の北米日産会社社長時代に、日本の自動車部品産業にとって
も将来のグローバル化対応が不可避なことを予測していた。また、（社）日本自動車部品工業会副会長
時代の欧州部品工業会との懇談会において、欧州の部品業界がモジュール化に積極的に取り組んでいる
状況を知り、将来、モジュール化が自動車生産方式の上で世界の潮流になるとの確信を得ていた。これ
らのことから、先生はグローバル化、モジュール化、ＩＴＳ（高度道路交通システム）対応を目的とし
て大きな相乗効果が期待できる（株）カンセイとの合併を、主要株主、（株）カンセイとの間で綿密な
折衝を続け２０００年４月に合併し、自ら合併新会社の会長（ＣＥＯ）に就任した。先生はこの合併に
際し３つの固い信念を持っていた。第一に足し算ではなく掛け算的な相乗効果を出すこと。第二に人は
絶対に削減しないこと。第三に早期に両社の人的・システムの面で融和を図ること。先生はこの３つの
信念を全て貫き合併を大成功裏に導き、企業合併の成功例としてマスコミにも取り上げられた。
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この合併により、コックピットモジュール（運転席まわりの一括組み立て）の構成部品は合併会社の部
品で６０％～７０％揃うことになり、開発、生産の上で大きな相乗効果が生まれることになった。また
平行してフロントエンドモジュルールの開発にも着手していた。モジュール化とは従来の自動車メーカ
ーへの部品単体の納入から、部品メーカーが周辺部品まで纏めて組み立てて納入するものであり、原価
低減、品質向上、生産性向上、組み立て時の労働負荷軽減などの面で大きな効果を生む生産方式である。
この結果、同社は日本初のアウトソーシング型のモジュールメーカーとしての地位を確立し、２００１
年６月に日産自動車（株）の栃木工場に納入を開始し、その後も国内、米国、中国、韓国工場でのモジ
ュール納入を開始し、企業規模では売上高で日本の上場自動車部品専門メーカーの中では３位、世界の
部品メーカーの中では１９位の地位を占めるまでになった。また、単独売上高、連結売上高とも、社長
就任時のそれぞれ1.7倍、2.3倍に拡大した。
（２）（社）日本自動車部品工業会会長として業界団体をまとめ、中小企業支援・育成に尽くした功績
先生は、９４年５月に（社）日本自動車部品工業会理事・政策委員に就任後、９５年５月からは副会長・
総務委員会委員長を歴任した。そして２０００年５月から２００３年５月までの３年間、同会の会長・
政策委員会委員長を務めた。先生は、日本の自動車産業の競争力を担っているのは部品工業会（会員約
５００社）の半数以上を占める中小企業の力によるところが大であるとの認識から、会長在任中は一貫
して中小企業対策を最重点課題に取り上げた。特に中小企業の割合の大きな同会関西支部主催で年２～
３回開催される会員懇談会には必ず出席し、中小企業の要望や悩みを聞き取り調査した。その中から要
望の多かった「ＩＳＯ１４０００」に関する各種講習会を安価に受けられるよう便宜を図って欲しいと
の要望に対し、同社の子会社であるコンサルティング会社で市価の約６０％の価格で継続的に７５０名
を対象に講習会を実施した。また、東京モーターショーでも中小企業会員が割安で出典できるよう共同
出典コーナーを設けるなど中小企業の支援、育成にも大きく貢献した。また、同社でも部品調達に広く
門戸を開いており関西支部会員からの売込みも積極的に受け入れ、新規取引を始めたケースもあった。
（３）客員教授など産学協同活動を通じて社会貢献に尽くした功績
先生は、長い間の企業経営や業界団体役員の経験、識見などから大学、研究機関、企業などからの講演依
頼が多く、企業経営の忙しい中でボランティア活動としてこれを快く引き受け、業界の実情や経験に基づ
く主張などを講演してきた。先生の「自動車産業の現状」、「系列崩壊」、「モジュール化」、「ものづくり」、
「日本的経営」などの講演には、同社がそれらの直接の当事者として真実味と貴重な経験に裏打ちされた
迫力と説得力があり、聴講者からのアンケート調査でも人気も高く、この実績を評価され宇都宮大学では
２００１年４月から２００４年３月まで、早稲田大学では２００３年１０月から２００５年３月まで客員
教授に請われ就任した。これらの活動を通じ、国立大学法人化に伴う宇都宮大学の経営協議会委員、点検・
評価会議委員として産業界で長年培った経営ノウハウを展開し、大学のより一層の体質改善に寄与した。
先生は、（社）日本自動車部品工業会会長退任後、その実績を評価され早稲田大学日本自動車部品産業研
究所の設立に参加し自ら副所長に就任、積極的に講演会やシンポジウムなどを主催した。取り上げたテー
マは、現在注目を集めている「環境対応車」、「新興国」、「低価格車」などに関するもので、産業界での顔
の広いことから著名な講演者を集め脚光を集めた。また、先生は各地で講演した内容を纏め、「日本の自
動車部品産業―グローバル変革の時代―」、「世界を駆けろ―日本自動車部品企業―」（共著）などを発刊
した。また、先生の考え方、主張はマスコミ関係からも常に注目され多くの記事に取り上げられた。
（文責： 編集委員 中島 武）
